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序文

本町は埋蔵文化財包蔵地が多く， r縄文銀座」と称される通り，縄文時代の遺跡を中心に前川，安

楽川沿いに約200ヶ所の『周知の遺跡』があります。

これらの遺跡は，農業基盤整備事業あるいは宅地開発等の諸開発行為により，発掘調査等が実

施され，貴重な資料を提供するとともに，遺跡の性格が解明されつつあります。

本書は，志布志町安楽宇稲荷上地内における県営農免農道整備事業中島地区に伴う稲荷上遺跡

の発掘調査報告書であります。

稲荷上遺跡では，縄文時代の遺物を中心として，縄文早期の集石遺構も出土しました。

ここに，その調査結果を報告書として刊行いたしますが，この報告書が広く文化財保護並びに

学術研究の一助となれば幸いです。

発刊にあたり指導者や調査協力者の皆様，また調査に御協力いただいた作業員の皆様，並びに

関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

平成15年3月

志布志町教育委員会



例 一一言

1.この報告書は，県営農免農道整備事業中島地区に伴う稲荷上遺跡の埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2.発掘調査は，志布志町教育委員会が調査主体となり実施した。

3.調査における実測及び測量，写真撮影は大窪・小村が分担して行った。

4.調査の実施にあたっては，鹿児島県教育庁文化財課の指導・教示を受けた。

5.本書に用いたレベル数値は，すべて海抜高である。

6.遺物番号については，通し番号とし，挿図，図版とも一致している。

7.出土遺物は，志布志町教育委員会で一括保管し，公開展示する予定である。

8.本書の執筆および編集は，大窪・小村が分担して行った。
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第 I章調査の経緯

第 1節調査に至る経緯

鹿児島県教育委員会文化財課(以下，県文化財課)では，県下の市町村教育委員会と連携し，文化

財の保存・活用を図るため，各関係機関との間で事業地区内における文化財の有無及びその取り

扱いについて事前に協議し，諸開発との調整を図っている。

この事前協議制に基づき鹿児島県農政部(整備課・大隅耕地事務所)は志布志町安楽中島地区

における県営農免農道整備事業の計画策定にあたり，実施計画区域内の文化財の有無について，

県文化財課に照会した。分布調査の結果，当該事業区域内に稲荷上遺跡が存在することが判明した。

これを受けて，県文化財課並びに大隅耕地事務所と志布志町教育委員会の三者で協議した結果，

事業実施前に遺跡の範囲・性格等を把握するため，確認調査を平成12年5"""6月に実施した。調

査の結果，実施計画区域内の広範囲に遺跡が存在していることが判明した。

この調査結果を受け，事業主体である大隅耕地事務所は，県文化財課に設計変更が不可能な旨

を報告し，全面調査の実施を要望した。そこで志布志町教育委員会は平成13年10月から遺跡の記

録保存を主目的とする全面調査を実施することとなった。

確認調査及び全面調査は，志布志町教育委員会が主体となり，県文化財課及び県立埋蔵文化財

センターの指導・助言を得て実施した。

第2節調査の組織

確認調査(平成12年度)

調査主体者志布志町教育委員会

調査責任者 " 教 育 長 早水秀久

調査調整 " 社会教育課長 川崎順

調査事務 " " 補佐

" 兼社会教育係長山裾幸良

" 主 査 小村美義

調査担当者 " 主 査 小村美義

全面調査(平成13年度)

調査主体者志布志町教育委員会

調査責任者 " 教 育 長 早水秀久

調査調整 " 社会教育課長 山裾信博

調査事務 " " 補佐

" 兼社会教育係長米元史郎

(平成13年12月31日まで)
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" 社会教育係長 杉田美保

(平成14年1月1日より)

" 主 査 小村美義

" 主 事 補 大窪祥晃

(平成13年5月1日より)

調査担当者 " 主 査 小村美義

" 主 事 補 大窪祥晃

(平成13年5月1日より)

報告書作成(平成14年度)

調査主体者志布志町教育委員会

調査責任者 " 教 育 長 木弘文

調査調整 " 社会教育課長 山裾信博

調査事務 " " 補佐
(歴史のまちづくり担当)米元史郎

(平成15年2月1日より)

" 社会教育係長 杉田美保

" 主 査 小村美義

" 主 事 大窪祥晃

整理担当者 " 主 査 小村美義

N 主 事 大窪祥晃

第3節調査の経過

1 確認調査

確認調査は，平成12年5月29日から 6月13日まで実施した。

2 全面調査

全面調査は，平成13年10月22日から12月26日まで実施した。また報告書作成について

は年度を改めて平成14年5月31日から平成15年3月20日まで行った。

3 報告書作成

報告書作成は，平成14年5月31日から平成15年3月20日まで実施した
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第E章遺跡の環境

志布志町は，鹿児島県の最東部に位置し，大隅半島の東海岸に面する。北東から東にかけては，

宮崎県都城市及び串間市に接し，県境を成している。

北部には山岳地帯を有し，海岸線へと向かう緩やかな丘陵地形を成す。丘陵の聞には安楽川と

前川の両河川が貫流し，大小様々な独立した台地及び沖積地を形成しつつ，南面する志布志湾に

流入している。

稲荷上遺跡は，本町の西部で松山町境の安楽字稲荷上に所在する。安楽川と尾野見川によって

浸食を受けた，痩尾根状の稜線の西側斜面に立地している。

安楽川流域には遺跡が数多く存在し，台地上のみならず台地辺縁にも遺跡の所在が確認されて

いる。台地周辺の沖積地にも遺跡の存在がみられ，遺跡の所在は広く安楽川流域に広がっている

と捉えることができる。

安楽川流域の縄文遺跡は，上・中・下流でそれぞれに特徴的な分布を示している。すなわち，上流

域は縄文早期の遺跡が多く，中流域には早・晩期の遺跡が多い。下流域には後・晩期の遺跡が圧倒

的に多い。稲荷上遺跡も縄文早・晩期を中心とする遺跡として周知され，中流域の一端を構成して

いる。

安楽川中流域の特徴をもっ稲荷上遺跡を中心に，確認調査等が実施された『周知の遺跡』につい

て概観することとする。

平原A遺跡は，昭和61年に確認調査が実施され，縄文晩期を主体とする遺跡であることが判明

している。注目されるのは，縄文晩期相当層より石器とともに散石状の集礁が検出されているこ

とである(遺跡番号1)。上原遺跡は，縄文後・晩期を主体とする遺跡であることが，昭和61年の確

認調査で判明している。また，弥生時代の遺物も出土している(遺跡番号3)。蓑輪・柳遺跡は，昭和

55年に確認調査が実施され，縄文早期の土器・石器とともに集石遺構が検出されている。また同

遺跡では，弥生時代の住居跡も検出されている(遺跡番号10，12)。中原(曲瀬)遺跡では，縄文後期

の土器・石器等が，昭和55年の確認・全面調査によって多量に出土した。注目されるのは，瀬戸内

地方との交流を窺わせる資料が出土していることである(遺跡番号 20)。

安楽川中流域端に立地する稲荷上遺跡は，縄文早・晩期を中心とする遺跡であることが判明し

たが，少量の弥生土器も出土している。また，安楽川中流域で実施された確認調査等の結果からも

縄文時代だけではなく，弥生時代の遺物等の出土が顕著であることが判る。

このことは，遺跡が長期間に渡って立地する地理的好条件を安楽川中流域が有していることを

証明している。

(参考文献)

瀬戸口望「志布志町の縄文遺跡の分布J Ii'鹿児島考古~ 9 1974 

志布志町教育委員会『志布志の埋蔵文化財~ 1985 

志布志町教育委員会『中原(曲瀬)遺跡』志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書(9) 1985 

鹿児島県教育委員会「鹿児島県遺跡・遺跡一覧・遺跡台帳・遺跡分布図J 2002 
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第 1図周辺遺跡位置図
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第E章発掘調査

第1節基本土層

稲荷上遺跡は，安楽川と尾野見川によって浸食を受けた，痩尾根状の稜線の西側斜面に立地して

いる。このため，調査対象地区でも東側から西側に緩傾斜が認められた。旧地形は東側から西側ヘ

かなりの比高差があったものと考えられる。N層の二次堆積層はこのことを顕著に指し示している。

I層:表土。旧耕作土とみられる軟質土を含み，青灰色の大正

火山灰を包含する層が認められる。色調・土質等により，

数層に細分される。

E層:黒色土。本来，きめの細かい軟質土であるが，道路とし

て利用されていた部分は硬質であった。削平等による

ものか， 4・5区を中心とした調査区の一部分にのみ残

存している。縄文時代晩期の遺物包含層である。

E層:暗茶褐色火山灰土。ゴマシオ状の細粒火山灰を内包する。

霧島を起源とする『御池』に比定される。

N層:暗黄色火山灰士。アカホヤ火山灰の二次堆積層である。

上方には上下に浮遊して点在する軽石が認められる。

一般に『池田』と呼ばれる降下軽石と考えられる。

V層:鮮黄樫色を示すアカホヤ火山灰である。旧地形の影響

によるものか，火山灰の堆積状況が良くなく，プロック

状となる。また随所に風倒木が認められる。

VI層:青灰色粘質士。縄文時代早期の遺物包含層である。場所

によっては，下方に黒色を帯びた部分があり，細分され

る。また，最下部は下層の影響を受け，やや明度が増す。

VII層:乳白色粘質土。一般に『薩摩』と呼ばれる層であるが場

所によっては堆積状況が良くない。明度及び色の濃淡

によって細分される。

vm層:茶褐色粘質土。一般に「チョコ」と呼ばれる層である。下
方には明度の低い部分が認められ，場所によっては数

層に細分される。

区層:黄褐色火山灰土。一般に「ヌレシラス」と呼ばれる層で

ある。若干の粘質がある。

第2節確認調査

I 

E 

E 

。
N O 

O 。
O 

四

区

第2図基本土層

現地の地形等を考慮しながら，事業計画地区内の道路拡幅部分に2X2mの大きさのトレンチ

(以下， T)を合計7ヶ所設定した。

確認調査の結果， 3，4Tからは縄文時代晩期を中心とする遺物が検出された。また， l，6，7T
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では，縄文時代早期の遺物が出土した。

各トレンチの調査

(1) 1 Tの出土遺物(第5図 1"-'3) 

1は胴部屈曲部から内傾しながら立ち上がるものである。頭部内面には明瞭な粘土継目が認め

られる。内面は丁寧な工具ナデであるが，外面は粗いナデ、で摩耗している。

2，3はいずれも縦位の撚糸文を施した後，横走する沈線を施文する胴部片である。平行する沈

線の上下を弧状に結ぶ部分もみられる。胎士等から同一個体と考えられるが，接合しない。

(2) 3 Tの出土遺物(第5図 4， 5) 

4はやや外傾する口縁部片である。肥厚する口唇部外面には刻目を有する。 5は胴部屈曲部か

ら内傾しながら立ち上がるものである。胴部屈曲部の粘土継目で剥離している。

(3) 4 Tの出土遺物(第5図 6，，-，8) 

6はやや外反する口縁部片である。外面は工具による粗いミガキが認められるが，内面は摩耗

している。 7は明瞭な胴部屈曲部から内傾しながら立ち上がるものである。外面はヨコナデであ

るが，内面はミガキ仕上げである。 8は砂岩質の小形の敵石である。側面に蔽打痕がみられる。

(4) 6 Tの出土遺物(第5図 9，10) 

9は内外面とも摩耗の著しい深鉢の胴部破片である。10は壷形土器の可能性が考えられる胴

部破片である。

O 5cm 

門

U
2
n
u
U
5
、7

亡コ
第5図 出土遺物実測図
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第3節全面調査

全面調査においては，確認調査時の 1"'-'6トレンチ設定個所を内包する調査区を設定した。調

査区の中心から南側をA，北側をBとして，東側より 1，2， 3……と， 10mグリッドを設定した。

調査は3"'-'5区を中心に開始し，必要に応じて範囲を拡大した。また，縄文時代早期の遺物が出土

したVI層の調査終了後，下層確認のため2ケ所にトレンチを設定して調査した。

遺物包含層としてはE層とVI層が確認された。 H層からは縄文時代晩期及び弥生時代に相当す

る遺物が確認され， VI層からは縄文時代早期に相当する遺物が確認された。なお，n層は堆積状況
が悪く，削平等によるものか調査区の全域では確認することができない。また， VI層出土の遺物の

多くはローリングを受け，表面が摩耗している。

1 羽層の調査

VIa層を中心として，縄文時代早期の遺物が出土した。四層の上面では，調査区の南西に集中し

て3基の集石遺構が確認された。

(1) 遺構

調査区の南西部， 7A・B区において，薩摩火山灰層である四層の上面で3基の集石遺構を確認

した。明確な掘り込みを有するものは1基のみであり，残る 2基は焼礁が平面的に集中している

程度であった。

① 1号集石

7A区北端部で検出され 51個の醸で構成される。明確な掘り込みは認められず，礁は平面的

に散在している。角礁が多く，破砕機もみられる。醸の集中する範囲は長軸が約90cm，短軸が約80

cmであり，周囲に数点が散在する。

② 2号集石

7 A.B区の中央部で検出され 58個の醸で構成される。集石の中心部付近に浅い窪みを有する

が，明確な掘り込みとは考えられない。角磯が多いが亜門機も混在し，破砕機もみられる。醸の集

中する範囲は長短軸ともに約60cmで，周囲に数点が散在する。

③ 3号集石

7B区の西側で検出され， 130個の蝶で構成される。深さ約25cmの皿状の掘り込みが認められ，

ほぼすべての醸が掘り込みの内部に存在する。掘り込みは長軸が約90cm，短軸が約80cmであり，

不整な円形である。遺構の付近は薩摩火山灰層であるVII層の堆積が薄く，掘り込みは咽層まで達

している。醸の種類は角磯と亜門機が多くみられ，破砕磯も多い。
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(2) 遺物

VI層からは，縄文時代早期に相当する土器が出土したが，深鉢，壷形土器を中心として，耳栓に

類する土製品も確認された。遺物の出土は調査区のほぼ全域に散在し，特徴的な出土状況は見出

せなかった。

① I類土器(第11図 11"-'13) 

沈線文と連点文による文様構成を持つ土器である。確認された資料が少数のため，器種による

分類を行わず，一括して I類とした。

11は深鉢の底部で，縄文と沈線が施され，胎土には金雲母を含む。12は壷の頭部で，外面はやや

摩耗している。沈線文と刺突連点文で文様を構成し，肩部との境界には刻みを持つ突帯3条を巡

らせる。13は耳栓の一部で刺突文と沈線文が施されている。全体的に摩耗しているが，調整は丁

寧な印象を受ける。

② E類土器(第11図 14"-'17) 

二重口縁状に直立する口縁を持つ深鉢である。大きく外反する頭部からほぼ直立する形状を有

する。二重口縁の屈曲部に刻みを持つ微隆突帯を有する。

14は山形口縁で，頂部に癌状の張り出しを設ける。沈線文と連点文が施されている。内面の調

整は特に丁寧である。 15"-'17は，口縁端部に刻みを有する微隆突帯が巡り，沈線により斜位の幾

何学的な文様を描く。15は口縁部がやや外反し口唇部にも刻みを施される。

③ E類土器(第11図 18，，-，20) 

微隆突帯を有する深鉢である。 E類と同様に二重口縁状を呈すると思われるが，屈曲部が確認

されないものである。 E類に比して口縁部が外反すると思われる。薄手で焼成が良い。

18はやや外反気味に立ち上がり，口唇部がやや肥厚する。振幅の小さい緩やかな波状を描く沈

線が施され，口唇部にも刻みがみられる。内面は丁寧なナデ調整だが，外面はやや摩耗している。

19は口縁端部に刻みを持つ微隆突帯が巡り，複数の沈線を横位に施す。口唇部にも刻みが施され，

内外面ともに調整が丁寧である。20はやや外反し，沈線により幾何学的な文様が施される。内外

面ともに丁寧なナデ調整である。19と同様に，口唇部内面にも刻みが施される。

④ N類土器(第11図 21 "-'24) 

頚部で屈曲し口縁部が漏斗状に広がり，幾何学文様を有する深鉢である。やや厚手で，焼成の状

態が比較的良くない。

21は大きく外反する口縁で，口唇部にかけて刻みが施される。横位・斜位に沈線が施され，幾何

学文様を構成する。22は山形口縁を呈し頂部がやや肥厚する。外面は摩耗しているが，口縁に沿

って沈線と刻みを持つ微隆突帯が看取される。頂部より下方向へ縦位にも沈線が施されている。

また，口唇部にも沈線が施され，頂部付近では刻みも認められる。23は口縁部で横位・斜位に沈線

文が施され，口縁に刻みを有する。外面は摩耗しており，内面は丁寧なナデ調整である。24は胴部

である。網目状の撚糸文と斜位の沈線が施される。
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第13図 VI層出土遺物実測図(3)

⑧ 土製品(第13図 38) 

38は耳栓と考えられる形状を呈する，無文の土製品である。最大外径は7.3cm，高さ(厚さ)は

4.2cmであり，外径については耳栓としての類例が認められるが，高さ(厚さ)についてはあまりに

大きく，耳栓としては不自然な印象を受ける。耳栓とは異なる土製品の可能性があることも考慮

して，ここでは耳栓状土製品としておく。

⑨ 石器(第13図 39)

39は打製石斧である。扇平な礁を利用したとみられ，表面は風化している。刃部の作り込みは

少なく，加工度は低い。石材は頁岩である。
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2 II層の調査

E層については堆積状況が悪く，調査区の全域では確認されない。 3・4区を中心とした調査区

の一部で確認された。縄文時代晩期及び弥生時代に相当する遺物が出土したが，上記の堆積状況

から，表土層である I層との境界は暖昧であり， II層の上面で出土した遺物については， II'層と

して取り上げを行った。

遺構としては， III層上面で5基の土坑が検出された。なお，調査区中央部に，溝が検出されたが，

形状が整わず，人為的な堀り込み等が確認されないため，自然流路的なものと判断された。

(1) 遺構

5基の土坑が検出された。 1'"'""4号の4基については，総じて浅い窪み状を呈する。残る 5号は

大型の土坑である。 1'"'""3号は 5A.B区の境界付近， 4'"'""5号は2・3区の境界付近で検出され
た。

① 1号土坑

長軸が約130cm，短軸が約90cmの不整形な方形を呈し，深さが約14cmである。共伴遺物は確認

されなかった。

② 2号土坑

長軸約110cm，短軸約70cmの楕円形を呈し，深さは約5cmである。平面形は不整であり，底面も

凹凸が激しい。土器の小片が確認された。

③ 3号土坑

東西方向に伸びる浅い溝状を呈する。長軸は約390cm，短軸が約50cm，深さが約7cmである。長

軸端部で浅くなり，底面が不整で溝状を呈すること等から，自然流路の可能性もあるが，一部には

人為的な掘り込みが認められる。内部より土器の小片が確認、された。

④ 4号土坑

東西方向に伸びる浅い溝状を呈する。長軸が約450佃，短軸が約60cm，深さ約8cmである。溝状

を呈するが，断面はレンズ状で比較的整っている。土坑の東側は一部がイモ穴によって欠損して

いる。埋土の堆積状況は良好だが，共伴する遺物は確認されなかった。壁面の一部に極めて人為的

な部分を認めることができるため，上層から掘りこまれたイモ穴の底部である可能性も残る。

⑤ 5号土坑

直径約150cmの円形を皇し，深さ約80cmの大型の土坑である。埋士はE層とみられ，堆積状況

は良好である。その性格は不明であるが，短期間に埋められた可能性が強い。土坑の底部付近より

土器片が出土したが，小片であるため士坑の性格を見出すことはできなかった。 5号土坑は南北

に伸びる溝と切り合っているが，埋土の堆積状況から，土坑が先行していたことが看取される。
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(2)遺物

H層からは縄文晩期及び弥生時代に相当する遺物が出土した。土器については，器種及び文様

と，口縁部付近の形状によって分類した。遺物の出土は調査区の中央部，溝が検出された付近に集

中している。

① 咽類土器(第15図 40，.，-45) 

外反気味に直立する口縁を有し，口縁部には沈線が施される深鉢である。口縁部の形状によっ

て細分した。

外面には研摩が施され，ススの付着後に行われている部分も存在する。しかし，製作工程として

スス付着後の研磨を目的としたものかは，判然としない。

VIIla類土器(第15図 40) 

直立する口縁部文様帯の幅が狭いものである。口縁部がやや外反し，沈線が施される文様帯の

幅が狭く，器壁が厚い。

四b類土器(第15図 41 '"'-'43) 

文様帯の幅が広く，口縁がほぼ直立するものである。41は文様帯が発達し， 2条の沈線が施さ

れる。全体に研磨が施される。42は文様帯に2条ないし3条の沈線が不整に施される。文様帯の

整形も粗雑で，研磨についても丁寧さを欠く。

VIIlc類土器(第15図 44，45) 

文様帯の幅が広く，口縁部が明確に外反するものである。44は文様帯に3条の沈線が施される

が，研磨にあたり一部が潰れている。頚部の内面と胴部最大径の外面に稜を持ち，内外面とも丁寧

な研磨が施される。45では口縁の外反が強く，文様帯の幅が少し広くなる。口縁部付近のススの

付着が顕著である。

② 医類土器(第16図 46'"'-'51，第17図 52，53) 

肥厚した口縁部を持ち，外面に研磨が施された無文の深鉢である。頭部から口縁部の形状を中

心として細分した。

IXa類土器(第16図 46，47) 

頚部の屈曲が弱く，口縁部の肥厚が小さいものである。45は内湾し，肥厚帯の厚さ及び幅がと

もに小さい。47は口縁が外反し，肥厚帯が発達している。46と比して，特に肥厚帯幅の長大化が顕

著である。

IXb類土器(第16図 48'"'-'50) 

頚部の屈曲が大きく，肥厚帯が発達しているものである。48は肥厚帯にいたる屈曲部がより明

瞭になり，肥厚も大きくなる。49は外面の調整が丁寧である。肥厚帯には横位の研磨が施され，胴

部では横位に調整を行った後，縦位に研磨が施されている。50は肥厚帯にいたる内面に明確な稜

を持つ。胴部外面は研磨が施されるが，肥厚帯は横位の丁寧なナデ調整である。
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区c類土器(第16図 51) 

口縁部の肥厚は小さく，肥厚帯が広い。やや直線的な形状を示し，大きく外反する頭部内面に鋭

角な稜を有する。肥厚帯は発達せず，外面は丁寧なナデ調整である。

胴部・底部(第17図 52，53) 

区a""-'医c類の胴部及び底部と考えられる。52は大きく屈曲する胴部である。外面の下半部には

条痕がみられる。胴部中央に最大径を持つ。53は平底の底部であり，大きく外傾して開く。52に類

似し，外面には条痕がみられる。

O 5cm 

第17図 E層出土遺物実測図(3)
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③ X類土器(第18図 54'""-'56) 

胴部が張り出し，頭部から口縁が直口気味に開く粗製の深鉢である。屈曲する頚部の形状によ

り細分した。

Xa類土器(第18図 54) 

頭部が曲線的に屈折するもので，胴部の張り出しが明瞭な稜を持ち，やや器壁が厚い。内面はナ

デ調整，外面は丁寧なナデ調整であるが，総じてやや丁寧なっくりである。

Xb類土器(第18図 55・56)

頚部が直口気味に屈折し，直線的に口縁端部にいたるものである。55は内面がナデ調整，外面

はやや丁寧なナデ調整である。特に口縁部は内外面とも丁寧なナデ調整が施される。

④ 底部(第19図 57'""-'67) 

四'""-'X類に付属すると考えられる底部である。形状から細分し，高台状の上げ底のものをa類(57)，

平底で張り出しを持たないものをb類(58'""-'60)，張り出しを持つものをC類(61'""-'67)とした。

57は上げ底である。底面には研磨が施され，黒色磨研の状態を呈する。

58は底部から胴部に及ぶ資料である。器壁は厚く，平底の底部から外反し，直線的に立ち上がる。

内面は丁寧なナデ調整が施されるが，外面は粗いナデ調整である。

59は外面に研磨が施され，内面と底面は丁寧なナデ調整が施されている。60は底面の凹凸が激

しく，粘土塊が付着している。外面はナデ調整が施されているが，器面は不整である。

61は内外面に研磨が施され，内面は黒色を呈している。62は外面及び底面が不整であり，特に

底面の凹凸は著しい。内面は丁寧なナデ調整が施されている。63は張り出しが大きく，ぼってり

とした感じを受ける。64は底面に丁寧なナデ調整が施され，内外面はナデ調整である。65は底面

の凹凸が著しく，外面はナデ調整であるが，内面は丁寧なナデ調整で仕上げられている。66は内

外面にナデ調整が施され，内面はやや丁寧である。67は内外面，底面もナデ調整だが，比較的丁寧

なっくりである。

⑤ XI類土器(第20図 68'""-'70) 

口縁部が大きく聞き，頚部と肩部が短く屈折する精製浅鉢である。

68は口縁が大きく外反し，内外面ともに研磨が施されている。頚部内面には稜を持ち，良く焼

き締まっている。69は頭部の屈折が強く大きく外反し，口縁端部で直立する。70は大きく外反す

る口縁と屈曲する頭部を持つが，肩部が不明である。頚部付近では器壁が肥厚している。内外面と

もに研磨が施され，外面は黒色磨研の様相を呈する。

⑥ XII類土器(第20図 71 '""-'73) 

器壁が薄く黒色磨研が施された精製土器で，半球形を呈する。いわゆるマリ型土器である。71

は口縁部内外面に 1条の沈線を持ち，内外面ともに研磨が施されている。72も外面に研磨が施さ

れるが，口縁部付近ではやや研磨が粗くなる。73も同様に内外面に研磨と沈線が施され，日縁部

付近で内湾する。
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⑦ xm類土器(第21図 74"'76) 

縄文晩期に相当すると思われ上記の分類に当てはまらない土器を一括してxm類とした。74は

頚部から外反する口縁部である。内面から口唇部にかけては丁寧なナデ調整が施されるが，外面

は粗いナデ調整である。75は口縁部で外面は条痕ナデ調整である。内面は丁寧なナデ調整である

が，工具による調整痕も看取される。76は段状の起伏を持ち内湾する胴部である。内外面ともに

ナデ調整であるが，外面上端部では丁寧なナデ調整が施されている。

⑧ XlV類土器(第21図 77"'80) 

縄文晩期に相当しない土器を一括した。77は口縁端部を肥厚させ，刻みを施した口縁部である。

口縁端部外面を窪ませる他，指頭によると思われる楕円状の圧痕もみられる。外面は研磨が施さ

れている。弥生時代の土器と思われる。78の外面は赤褐色を呈し，部分的に丁寧な研磨が施され

ている。弥生時代の土器と考えられる。79は弥生土器の底部と考えられる。充実高台で，外面は縦

方向の丁寧な工具ナデの後に，研磨が施されている。80は一括資料として採集された土器片で，

波状の突帯を持つ口縁である。断面三角形あるいは台形の突帯の頂部が上下に振れて波状を呈す

る。口唇部にも数条を単位とした刻みが施されている。時期は不明である。

⑨ 石器(第21図 81，82) 

81は肩平打製石斧である。 3辺に刃部を形成している。石材は安山岩である。82は乳棒状の磨

製石斧と考えられるが，刃部と思われる部分を欠損している。石材は安山岩である。
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図版 番号 出土地点 層位 胎土 焼成 外面調整 内面調整 外面色調 内面色調 備考

11 3A v' 角/長/金 良好 ナデ ナデ 赤褐 明褐 底径回 10.4cm
12 2B Na 角/長 不良 ナゲ ナデ 明褐 灰白 壷形土器頚部

13 7A VIa 角/長 良好 ナゲ ナデ 赤褐 赤褐 耳栓

14 4B VIa 角/長 やや不良 ナゲ 丁寧なナデ 茶褐 明茶褐 口径~:24cm

15 4B VIa-VIa' 角/長 不良 ナァ‘ ナゲ 明茶褐 明黄褐

第 16 4B VIa 角/長 不良 ナヂ ナデ・ミガキ 茶褐 茶褐
11 17 4B VIa 角/長 不良 ナデ ナデ 茶褐 茶褐
図 18 5B VIa 角/長 やや不良 ナデ 丁寧なナデ 明茶褐 晴褐 外面摩耗

19 3A VIa 角/長 不良 丁寧なナデ 丁寧なナデ 黄茶褐 灰褐

20 3A VIa 角/長 不良 丁寧なナデ 丁寧なナず 黄褐 灰褐

21 6B VIa 角/長 不良 ナヂ ナデ 黄褐 暗茶褐 口径E・22.6cm

22 3A VIa 角/長 良好 ナデ ナデ 暗黄褐 灰褐

23 5A VIa 角/長 不良 ナデ 丁寧なナデ‘ 明茶 黄灰褐 外面摩耗

24 6A VIa 角/長 不良 ナデ ナデ 黄赤褐 黄茶褐

25 6A-6B VIa 角/長 不良 丁寧なナデ 丁寧なナデ 赤褐 褐 口f歪27cm
26 6B VIa 角/長 不良 丁寧なナァ 丁寧なナデ 黄褐 暗褐 日程~:30.4cm

27 6A VIa 角/長 不良 丁寧なナデ 丁寧なナゲ 暗茶 茶褐

28 5A-5B VIa 角/長 不良 ナァ. ナデ 黄褐 暗灰褐 口径:17cm 

第 29 2B・4B VIa 角/長 良好 ナゲ ナゲ 明褐 時灰褐 底径:10.6cm 外面摩耗

12 30 3A VIa 角/長 不良 丁寧なナデ 丁寧なナデ 明褐 灰黒
図 31 3A VIa 角/長 良好 丁寧なナデ 丁寧なナデ 明褐 灰黒

32 3A VIa 角/長 不良 丁寧なナデ ナァ、 赤褐 灰褐

33 3A VIa 角/長 不良 丁寧なナデ ナデ 黄褐 黄褐 口f量目 11.2cm
34 2B VIa 角/長 不良 丁寧なナァ ナデ 明責褐 黒 底径・9.8cm

35 4B VIa 角/長 不良 丁寧なナデ 丁寧なナT 黄褐 黄褐 底径 8.6cm
36 5A VIa-VIb 角/長/石 やや不良 ナデ・ミガキ 丁寧なナデ 明黄褐 明黄褐

第 37 6B VIa 角/長 不良 ナデ 丁寧なナデ 時黄茶 灰褐
13 
38 6B VIa 角/長 不良 ナヂ ナデ 黄褐 暗茶褐 口径 7.4cm 内径:3.6cm図
39 4B VIa 打製石斧
40 3B E 角/長 良好 ミガキ ミガキ 黒茶 黒茶

41 5A.5B E 角/長 やや不良 ミガキ ミガキ 黄褐 明茶褐
第 42 5A.5B E 角/長 良好 ナデ ミガキ 黄褐 茶褐 口f圭 37.9cm
15 
43 5B rr -rr' 角/長 良好 ミガキ ミガキ 黒 灰褐図
44 5B E 角/長 良好 ミガキ ミガキ 明赤褐 明褐 口f圭:33cm
45 5A E 角/長 良好 ミガキ ミガキ 明茶 明茶

46 5B E 角/長/石 良好 ミガキ ナデ 黄褐 灰白 日程~:27.8cm

47 5A-5B E 角/長 不良 ミガキ ナァ. 明黄褐 明茶褐 口径:24.2cm 内面摩耗
第 48 5B E 角/長/石 不良 ミガキ ナゲ 明賞褐 灰白 口径回34.6cm 内面摩耗
16 
49 5B E 角/長 不良 ミガキ ナゲ 暗褐 黄褐図
50 5B E 角/長 不良 ミガキ ナデ 茶褐 明茶褐

51 5B-6A E 角/長/石 良好 丁寧なナァ、 ナデ 明赤褐 灰白
第 52 5B E 角/長 やや不良 最壇ナデー部ミガキ ナデ 赤褐 黄褐
17 

角/長/石 良好 条痕ナヂ ナデ 明茶褐 灰褐図 53 5B E 

第 54 4B-SD1 E 角/長 良好 ナデ ナデ 黄褐 明黄褐 口径・25cm 胴部径・29cm 内面摩耗

18 55 4B-5B rr -rr' 角/長 良好 ナデ ナァ 明赤褐 明黄褐
図 56 5B E 角/長 良好 ナデ ナデ 明赤褐 黄白

57 3A-4B-5B rr -rr' 角/長 良好 ナデ ナデ 黄褐 灰白 底径 10cm

58 5A E 角/長 良好 ナ7"-ミガキ 黄褐 灰白 底径 8.8cm 内面摩耗

59 SD2 溝内 角/長 良好 ナゲ・ミガキ ナヂ 黄褐 黄褐 底径 9.4cm
60 5A rr -rr' 角/長 やや不良 ナデ ナデ 赤褐 灰褐 底径 8cm

第 61 5A E 角/長 やや不良 ナァ・ミガキ 丁寧なナデ 赤褐 黒 底径:8.6cm

19 62 5A H 角/長 良好 ナデ 黄褐 灰褐 底径:8.6cm 内面摩耗
図 63 5A-5B E 角/長 やや不良 ナデ ナデ・ミガキ 明赤褐 黄褐 底径:9.4cm
64 5B E 角/長 良好 ナデ ナデ 黄褐 灰褐 底径:9.6cm
65 5A-5B E 角/長 良好 ナデ 丁寧なナデ 黄褐 灰白 底径:10.2cm 
66 5A rr -rr' 角/長 良好 ナデ 丁富なナデ 赤褐 赤褐 底径:12.4cm 
67 5A rr-rr' 角/長 良好 ナヂ ナゲ 明赤褐 灰褐 底径:1O.4cm 内面摩耗
68 4B E 長 良好 ナァ‘ ナデ 黒 黒褐

69 4A E 角/長 不良 ミガキ ミガキ 黒褐 貫褐 口f圭:30cm
第 70 5B E 角/長 良好 ミガキ ミガキ 黒 灰褐 口径:24，2cm 
20 
71 3A E 角/長 良好 ミガキ ミガキ 黒 黒 口f呈:26，6cm 図
72 3A rr' 角/長 やや不良 ミガキ ミガキ 灰褐 黒

73 3B E 角/長 良好 ミガキ ミガキ 灰褐 黒褐
74 4B-5B E 角/長 良好 丁寧なナァ、 ナデ 暗褐 黒褐 口径~:25.6cm

75 4A E 角/長 良好 条痕ナデ ナデ・工具ナゲ 精茶褐 黒褐

76 6A 一括 角/長 やや不良 ナデ ナデ 黄褐 灰白

第 77 4B rr' 角/長 やや不良 ミガキ ミガキ 黄褐 黄褐 直口縁口唇刻み

21 78 4B-5B E 角/長 良好 ミガキ ナァ 赤褐 赤褐 弥生土器
図 79 2B 皿 角/長 良好 工具ナデ・ミガキ ナデ 赤褐 赤褐 底径 8，2cm 弥生土器底部
80 6A 一括 長 良好 ナデ ナデ 赤褐 黄赤褐 突帯付ロ縁

81 5A E 打製石斧
82 5A rr' 磨製石斧

※胎土角=角閃石長=長石石=石英金=金雲母

第2表出土遺物観察表
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第IV章 総 括

1 縄文時代早期について

遺物については，少量出土した I類土器が平梼式に相当すると考えられる。 II"-'VI類土器が，い

わゆる塞ノ神式Aa類の範轄で捉えられる(註1)。いわゆる二系統論に基づく分類では，幾何学

文様と縦位の撚糸文を有する町類は石坂上式無文部分を持つまばらな撚糸文が施されるV類が

栴ノ原式に相当すると考えられる(註2)。微粒突帯を有し二重口縁状を呈するE類及びIII類に関

しては，栴ノ原式に含まれる(註3)が， II類の癌状の突起及びIII類にもみられる微隆突帯に着目

して，平栴式からの系譜を考えて並べた。さらに，便宜上，二重口縁状を呈する器形(II，III類)と漏

斗状に外反する器形(N，V類)とに大別したため，二系統論の観点からは， II，III類=栴ノ原式，N

類=石坂上式， V類=栴ノ原式と，変則的なレイアウトになっている。

早期の遺物はローリングによる影響を強く受けており，摩耗している土器片が多くみられる。

遺跡の地形は東から西に緩やかに傾斜しており，土層の堆積状況も傾斜地特有の特徴を示してい

る。また，風倒木等による土層の撹乱も多くみられることから，遺物の移動が頻繁におき，包含状

況が良好ではないことが裏付けられる。

遺構については， 3基の集石が調査区の南西に集中して確認された。 3号集石は明確な掘り込

みを有する。調査区の南西方向に集石が集中すること，当時の地形が東から西に緩やかに傾斜す

ることなどから，縄文時代早期における本遺跡の中心は調査区の南西側に存在し，竪穴住居に類

するような，短長期的生活の痕跡が確認される可能性がある。

2 縄文時代晩期について

縄文時代晩期の遺構としては5基の土坑が確認された。浅い窪み状(1号，2号)及び溝状(3，4号)

の4基については不整形であるが，上層より掘り込まれた可能性も強い。 1基のみ確認された大

型土坑も含めて，人為的なものと考えられるが，その性格は不明である。

縄文晩期の遺物については，上加世田式，入佐式，黒川式の深鉢が確認された。VllI類は上加世田

式に比定されるが，有文で直立気味に外傾する口縁端部を持つ土器のみが確認され，口縁端部が

内傾する資料は存在しない。区類は入佐式に比定されるが，有文で外傾する肥厚帯を持つ土器は

確認されず，無文の土器のみが確認されている。X，，-，XII類はそれぞれ黒川式の深鉢，浅鉢，マリ型

土器である。黒川式に関しては，リボン状突帯等の黒川式に顕著な特徴を有する土器は確認され

なかった。

晩期の土器については，上加世田式，入佐式，黒川式という土器型式の流れをみることが可能だ

が，土器型式を象徴する特徴的な遺物の存在は認められなかった。また，遺物の散布状況にも型式

ごとの特徴等を見出すことはできない。

遺物量が少ないことと散布地という遺跡の性格から，それぞれの型式について，その一部分が

確認された結果となっている。

円
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註1 河口貞徳 「塞ノ神式土器J~鹿児島考古』第 6 号 鹿児島県考古学会 1972 

註2 新東晃一 「縄文早期後葉の土器形式の諸問題」

『九州縄文土器編年の諸問題』 九州縄文研究会 1998 

註3 新東晃一 「塞ノ神式土器再考J~永井昌文教授退官記念論文集・日本民族・文化の

生成j] 1988(~九州縄文土器編年の諸問題』九州縄文研究会 1998に再録)
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写真図版
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図版2

5T埋戻風景 7T土層断面

遺跡近景(東より) 遺跡近景(西より)

E層調査風景(南より) E層調査風景(北より)

風倒木による土層転倒
E層検出3号土坑
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E層検出 1号土坑

E層出土遺物

VI層調査風景

VI層 3号集石遺構

図版 3

E層検出 5号土坑

重機による無遺跡層除去

VI層 1号集石遺構

VI層 2号集石遺構
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図版4

VI層出土遺物(No29)

VI層完掘状況(北より)

下層確認 1T土層断面

下層確認2T土層断面

VI層完掘状況(南より)

下層確認2T作業風景

下層確認 1T作業風景
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図版6

町類土器
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耳栓状土製品
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図版 7

打製石斧
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区類土器
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図版8

区類土器 X類土器

VIIl"-'X類土器 四"-'X類土器

VIIl"-'X類土器 咽"-'X類土器
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氾類土器

酒類土器

XlV類土器

出土石器
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XII類土器

図版9
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あとがき

稲荷上遺跡は，筆者が志布志町に採用されて，初めて調査した遺跡でした。初秋から年末にかけ

て，次第に増していく寒さを感じ，移り行く季節を肌で感じながらの調査であったことを思い出

します。

農免農道整備事業に起因する発掘調査であったため，仮設道路を設置し，現在の道路を撤去し

ての調査となりました。仮設道路を設置するための手続き等は， 言うまでもなく初めての経験で

あり，調査に入るまでの諸準備に追われる日々でした。

寒風吹きすさぶ中，汗をかきながら作業していただいた作業員の皆様には，心からの感謝を申

し上げます。また，プレハブや駐車場用地を提供していただいた地元の方々にも，末筆ながらお礼

を申し上げます。

本報告書を刊行するにあたり，筆者の不勉強から遺物・遺構について，十分な報告がなされてい

ないことが悔やまれます。埋蔵文化財の担当者として，破壊される遺跡に対して十分な記録保存

を行い，失われていく遺跡を活かしていくため， 一層の努力を心がけたいと思います。未熟な報告

書ではありますが，ぜひとも諸先輩方の御指導と御鞭揺をいただき，知識と技術を深めて，次の発

掘調査と報告書作成に臨みたいと思います。

最後に，遺跡の上を通る新しい道路が人々に多いに利用されることを願って，あとがきに代え

たいと思います。

稲荷上遺跡発掘調査(平成12"'14年度)

現場作業員

安楽えつ子・生重美恵子・池尻幸子・岩田スズエ・上杉みゆき・午倉セツエ・大久保泉・

小野ミエ子・片村光子・木上美樹子・北村広子 ・肝付羨子・検崎ハツ子 ・児玉明・柴洋子・

下山エル・園田テル・竹之内カズ子・田之上鈴子・樽野次子・早瀬久子・春日稔・春日ノリ子・

春口峯次・春日繁・又木哲朗・見野三千子・森川チドリ・山村文男

整理作業員

生重美恵子・上杉みゆき・大久保泉・木上美樹子・見野三千子
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